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致道館中学校・高等学校
保護者等説明会

≪説明概要≫

Ⅰ はじめに
Ⅱ 中高一貫教育校について
Ⅲ 致道館中学校・高校について

（教育基本計画と開校準備の進捗状況）
Ⅳ 今後のスケジュールについて
Ⅴ おわりに

山形県教育庁高校改革推進室
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Ⅰ はじめに

庄内地区に設置する中高一貫教育校

山形県立致道館中学校
（やまがたけんりつ ちどうかん ちゅうがっこう）

山形県立致道館高等学校
（やまがたけんりつ ちどうかん こうとうがっこう）

※令和５年６月議会に、山形県県立学校設置条例の改正案を上程する。
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Ⅱ 中高一貫教育校について

≪説明する内容≫

１ 中高一貫教育の意義・目的

２ 中高一貫教育校の制度

4

◇ 高校入試の影響を受けない６年間の計画的・
継続的な教育により、生徒の個性や能力をより
一層伸ばす

１ 中高一貫教育の意義・目的

◇ 幅広い年齢集団による活動を通して、社会性
や人間性を育む

◇ 従来の中学校・高校に区分された制度に加
え、中等教育のもう一つの選択肢を提供する
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中等教育学校

６

５ 後期課程

４

３

２ 前期課程

１

連携型

３
２ 県立高校
１

３
２ 市町村立中学校
１

他の
高校

併設型

３
２ 県立高校
１

３
２ 県立中学校
１

他の
中学校

選抜あり

広域の小学校 広域の小学校 学区内の小学校

選抜あり 選抜なし

選抜なし 選抜あり

◇ 高校の学習内容を中学校で先取りできるなどの特例あり
◇ 公立の中高一貫校の選抜は学力検査以外の方法による
◇ 中等教育学校の前期課程、併設型中学校の修了時に他の高校を
受験することも可能
◇ 致道館中学校・高等学校や東桜学館は、「併設型」になる

２ 中高一貫教育校の制度
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Ⅲ 致道館中学校・高等学校について

≪説明する内容≫

１ 学校の概要

２ 基本理念

３ 教育課程

４ 学校生活

５ 致道館高校の入学者選抜の基本的な方針

６ 県立中学校の入学者選抜
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内 容

１ 基本理念

２ 開校予定年度と入学定員等

３ 教育課程

４ 入学者選抜

ｐ１～４

ｐ５

５ 移行期の対応

６ 施設整備計画

７ 開校に向けた準備組織
及びスケジュール

ｐ６～９

ｐ10

ｐ11

ｐ12

ｐ13

※一部変更あり 8

◇ 教育基本計画策定委員会（14名） R1.7～R2.7
○学識経験者 ○鶴岡市・鶴岡市教育委員会
○鶴岡市・酒田市立中学校長 ○庄内教育事務所長
○鶴岡南・鶴岡北高校長 ○県教育庁

◇ 作業部会（15名）
○鶴岡南・鶴岡北高校長、教頭、職員

○鶴岡市教育委員会 ○庄内教育事務所 ○県教育庁

◇ 意見聴取・先進校視察
○庄内地区内、県外の有識者 ○庄内地区の５自治体
○県内外の併設型中高一貫教育校

■ 教育基本計画の検討
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◇ 開校整備委員会（16名） R2.9～
◇ 開校準備委員会（16名） R4.4～
○鶴岡市・鶴岡市教育委員会 ○田川・飽海地区中学校長
○庄内教育事務所 ○鶴岡南・鶴岡北高校長
○県教育庁

◇ 作業部会（25名）
・教育計画班 ・施設設備班 ・生徒保健班 ・総務事務班
○鶴岡南・鶴岡北高校長、教頭、職員
○鶴岡市教育委員会 ○田川・飽海地区中学校教頭
○庄内教育事務所 ○県教育庁

◇ 制服・運動着選定委員会（R3)
○鶴岡南・鶴岡北高校長、教頭、職員
○生徒代表・保護者代表 ○外部委員

■ 開校整備の検討
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市町村立中学校など
致道館中学校

致道館高校

市町村立小学校など

◇ 通学区域は県下一円 ◇ 令和６年度開校

選抜なし

３学級99名

選抜なし 普通科 59名程度
理数科 40名程度

適性検査等

高校入試 普通科141名程度
理数科 40名程度

１ 学校の概要 （１）全体像

◇ 鶴岡南高校と鶴岡北高校の校舎・敷地を活用

１ 学校の概要 （２）学校の設置場所
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現鶴岡南高校

致道館高校に改修

現鶴岡北高校

致道館中学校に改修

鶴岡市役所

２ 基本理念 （１）基本理念の骨格

12

自主自立

新しい価値
の創造

社会的使命
の遂行
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２ 基本理念 （２）

自主自立基本理念

自主性と自立心を
もつ生徒

育て る
生徒像

一人ひとりが、主体性やたくま
しさを身に付け、夢や希望を

実現できる学校

目指す
学校像

14

２ 基本理念 （２）

新しい価値の創造基本理念

確かな学力と豊かな人間性を身
に付け、新しい価値を創造する

生徒

育て る
生徒像

個人としての基盤をつくり、社
会変化に応じて積極的に新しい

物事に取り組む学校

目指す
学校像
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２ 基本理念 （２）

社会的使命の遂行基本理念

社会的使命を自覚すると
ともに、その実現に向けて

取り組む生徒

育 て る
生徒像

地域社会や国際社会を牽引
する人、支える人を育てる

学校

目指す
学校像
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基礎 期 充実 期 発展 期

◎個に応じた学びの支援
・ＩＣＴの活用等による個別最適化した学習 ・少人数授業（高校）

◎生徒・教員の交流の促進

・合同での行事 ・中高教員の交流授業

３ 教育課程 （１）①基本方針

中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

55分×週30時間授業 55分×週32時間授業

３学期制

先取り学習など 単 位 制
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３ 教育課程 （１）②授業時数 中学３年間

385
350

385 385

115 115

315

175

420

105

190

105

424
385

481

424

127 127

347

193

558

116

209

116
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国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 外国語 道徳 総合 特活

標準 併設型中学校

+25％
+33％

※致道館中学校：１単位時間を50分に換算して表示

+10％

致道館中学校
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■ キャリア教育の充実

■ 探究型学習の推進

■ 理数教育の充実

■ グローバル教育の充実

■ 道徳教育と健康教育の充実

３ 教育課程 （２）教育内容の特色
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４ 学校生活 （１）日課表

◎中学校は給食あり 20

４ 学校生活 （２）制服・運動着

令和４年度鶴岡南高校・鶴岡北高校
入学者から、新しい制服・運動着を着
用開始

→開校の令和６年度には、中学校、高校
の全校生徒が新しいデザインを着用

21

４ 学校生活 （２）制服・運動着

○制服
・上衣、下衣は中学校、高校で同じデザインを採用
・上衣…２種類

Ⅰ型
Ⅱ型（ウエストを絞ったタイプ）

・下衣…３種類
A型（スラックス）
B型（女子体型スラックス）
C型（スカート）

※上衣２種類、下衣３種類の組み合わせは自由
※ネクタイ・リボンは選択 22

４ 学校生活 （２）制服・運動着

・Ⅰ型+A型 ・Ⅱ型＋B型 ・Ⅱ型＋C型

・上衣、下衣の組み合わせ例

23

４ 学校生活 （２）制服・運動着

・ネクタイ、リボン（選択可能）
中学校と高校で、カラーが異なる

中学校カラー 高校カラー
（白色・桜色のライン） （黄色・緑色のライン）

24

４ 学校生活 （２）制服・運動着

○冬用運動着
・中学校、高校で同じデザインを採用
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４ 学校生活 （２）制服・運動着

○夏用運動着
・中学校、高校で同じデザインを採用
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４ 学校生活 （３）部活動

部活動設置方針

○ 致道館中学校
運動部活動６つ、文化部活動２つ、合計８つの部活
動を設置予定

○ 致道館高校
鶴岡南高校・鶴岡北高校に設置している部活動は、
原則、継続して募集する。（令和６年度までに募集停
止・廃部になった場合は、募集しないこともある）
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４ 学校生活 （３）部活動

○鶴岡南高校・鶴岡北高校 部活動

鶴南・鶴北 共通 鶴南のみ 鶴北のみ

運 動
部活動

・陸上競技
・ソフトテニス
・バレー（女）
・バスケット（女）
・卓球
・バドミントン
・弓道
・アーチェリー
・テニス

・野球
・サッカー（男）
・水泳
・バレー（男）
・バスケット（男）
・柔道
・剣道

・山岳
・ソフトボール
・サッカー（女）

※令和４年度に活動している部活動
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４ 学校生活 （３）部活動

○鶴岡南高校・鶴岡北高校 部活動

鶴南・鶴北 共通 鶴南のみ 鶴北のみ

文 化
部活動

・音楽
・美術
・報道（新聞）
・英語

・吹奏楽
・科学
・応援団・チア
・ＪＲＣ
・文芸

・書道
・茶道
・華道

※令和４年度に活動している部活動
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４ 学校生活 （３）部活動

○移行期（令和４・５年度）の高校部活動

・移行期は、原則、鶴岡南高校・鶴岡北高校
それぞれで活動

・全国高体連規約 「複数校合同チームによる
大会への参加についての考え方」 の取扱い
については、 両校の部員数 、競技の特性、
大会の運営状況等を踏まえ、部活動毎に
検討
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４ 学校生活 （３）部活動

○致道館中学校 設置予定の部活動

運動部活動

バスケットボール（男子）
バスケットボール（女子）
卓球（男・女）
バドミントン（男・女）
サッカー（男・女）
陸上競技（男・女）

文化部活動
探究（サイエンス、グローバル 等）
合唱

※部活動改革等の議論を受けて変更することがある。



山形県立致道館中学校・高等学校保護者等説明会資料

6

31

１ 令和６年度の入学者選抜

※R9以降は定員に致道館中学校からの入学者を含む

(1)一般入学者選抜での募集形態
→ 学科ごとの募集とする

(2)一般入学者選抜での併願の可否
→ 理数科を第１志望とする者は、普通科を
第２志望として出願できる

５ 致道館高校の入学者選抜の基本的な方針

◎入学定員
普通科 200名 理数科80名

32

１ 令和６年度の入学者選抜

(3) 一般入学者選抜での調査書の評定と学力検査
の成績の比率
→ 調査書の評定：学力検査の成績＝３：７

(4) 学力検査での傾斜配点
→ 実施しない

(5) 理数科での推薦入学者選抜
→ 実施しない

５ 致道館高校の入学者選抜の基本的な方針

3333

２ 令和９年度の入学者選抜における一貫生及び
高入生の募集人員

一貫生 ・・・ 致道館中学校からの進学者
高入生 ・・・ 市町村立中学校等からの進学者

５ 致道館高校の入学者選抜の基本的な方針

普通科 200名 理数科 80名
一貫生

59名程度
高入生

141名程度
一貫生

40名程度
高入生

40名程度

致道館中学校
99名

市町村立中学校等
181名

34

令和６年度山形県立中学校入学者選抜基本方針

※致道館中学校・東桜学館中学校 共通

入学志願及び募集人員
（１）志願資格
①令和６年３月に小学校等を卒業又は修了見込みの
者で、保護者とともに山形県内に住所を有する者

②山形県教育委員会教育長が特別に志願を承認し
た者

６ 県立中学校の入学者選抜
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令和６年度山形県立中学校入学者選抜基本方針

入学志願及び募集人員
（２）入学志願
在学する学校の校長を経由せず、直接行うものと
する。

（３）出願受付期間
令和５年11月27日（月）～12月１日(金)

（４）募集人員
99名

６ 県立中学校の入学者選抜

36

令和６年度山形県立中学校入学者選抜基本方針

入学者は、志願者の能力や適性等を総合的に
判定し選抜する。選抜の資料は

「調査書」 「適性検査」 「作文」 「面接」

（１）第５・第６学年における各教科の評定合計
と、適性検査、作文及び面接の得点合計に
ついては、同じ比率で扱う。

（２）調査書中の各教科の評定以外の記録にも
留意する。

６ 県立中学校の入学者選抜
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令和６年度山形県立中学校入学者選抜基本方針

適性検査、作文及び面接
（１）実施日 令和６年１月６日（土）

（２）適性検査 時間55分、配点100点

課題を理解し、根拠に基づいて論理的に考え、適切
に判断する能力、課題に対する自分の考えを表現す
る能力など、小学校等の教育課程に基づく学習によっ
て身につけた総合的な力をみるものとする。

６ 県立中学校の入学者選抜

38

令和６年度山形県立中学校入学者選抜基本方針

適性検査、作文及び面接
（３）作文 時間40分、配点35点
与えられたテーマについて、自分の考えや意見など

を適切にまとめ、文章で表現する力をみるものとする。

（４）面接（集団面接） 時間15分程度、配点15点
志願動機や学習への関心・意欲などを総合的にみ
るものとする。

６ 県立中学校の入学者選抜

39

令和６年度山形県立中学校入学者選抜基本方針

選抜結果通知書
令和６年１月12日（金） 発送

その他入学者選抜の実施上必要な事項
別に定める入学者選抜実施要項に示す。

６ 県立中学校の入学者選抜

40

令和６年度山形県立中学校入学者選抜基本方針

R5東桜学館中学校入学者選抜からの変更など

・募集人員の「男女別の定員は同数程度とする」
を削除

・適性検査、作文及び面接の時間、配点等は変
更なし

・適性検査及び作文は、２校同一の検査問題

６ 県立中学校の入学者選抜（補足）

41

○選抜の資料の比率

A = ＋
第５学年各教科
の評定合計
（最高27点）

第６学年各教科
の評定合計
（最高27点）

B = ＋ ＋
適性検
査配点
（100点）

作文
配点
（35点）

面接
配点
（15点）

次のAとBを同じ比率で扱う

６ 県立中学校の入学者選抜（補足）

42

○主な日程 （※の詳細は未定）

出願期間 R5.11.27～12.1

適性検査等実施日 R6.1.6

※５月頃 事務説明会
※７月頃 学校説明会
※９月頃 入学者選抜説明会
※10月頃 進路等相談

選抜結果通知 R6.1.12発送

※３月 入学者説明会

６ 県立中学校の入学者選抜（補足）
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６ 県立中学校の入学者選抜（補足）

※５月頃 事務説明会
小学校教員を対象に、調査書の作成等について説明します。

※７月頃 学校説明会
６年児童・保護者を対象に、学校生活等について説明します。

※９月頃 入学者選抜説明会
６年児童・保護者を対象に、入学者選抜実施要項（願書）を
配布し、手続き等について説明します。

※10月頃 進路等相談
６年児童・保護者を対象に、健康や身体の状況により検査
等で配慮が必要な場合に相談を受け付けます。 44

Ⅳ 今後のスケジュールについて

≪説明する内容≫

１ 移行期の対応及び年次進行

２ 開校に向けた準備組織

及びスケジュール

45

致道高3年

2年

致道
中1年

中2年

致道
中3年

中2年

鶴南・北
高校2年

致道
中2年

致道
中3年

R6年度

1年

市
町
村
立
中
学
校
等

（
２
８
０
名
）

【
現
中
２
】

鶴南・北
高校1年

中1年 中1年 中1年

R9年度R8年度R7年度

R5年度

1 年

【現小５】 【現小４】 【現小３】

市
町
村
立
中
学
校
等

（
２
８
０
名
）

【
現
中
１
】

１ 移行期の対応及び年次進行（１）

致道高3年

2年

1年

致道高3年

2年

1年

市
町
村
立
中
学
校
等

（
２
８
０
名
）

【
現
小
６
】

致道高3年

2年

致
道
中
生
（
９
９
名
）

市
町
村
立
中
学
校
等

(

１
８
１
名)

【
現
小
５
】

【現小２】
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１ 移行期の対応及び年次進行（２）
令和４年度
鶴岡南高校・鶴岡北高校入学者の学級編制

鶴岡南高校

理数科
普通科

鶴岡南高校

理数科①

普通科④

致道館高校

⑤

R４（１年） R５（２年） R６開校（３年）

理数科①

鶴岡北高校

普通科③
鶴岡北高校

普通科③

普通科⑦
出身校別の編制

鶴南④
鶴北③

○の数字は学級数
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１ 移行期の対応及び年次進行（２）
令和５年度
鶴岡南高校・鶴岡北高校入学者の学級編制

鶴岡南高校

理数科
普通科

致道館高校

R５（１年） R６開校（２年）

理数科①

鶴岡北高校

普通科③

普通科⑦

両校混合の編制

○の数字は学級数

⑤

R２ R３ R４ R5 R６
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開校整備委員会 開校準備委員会

開

校

２ 開校に向けた準備組織及びスケジュール

準備組織

検討等の
内容

・教育課程編成(高校)
・学校行事等の検討
・制服、部活動の決定
・地域説明会の実施

など

・教育課程編成(中学)
・校名、校歌、校章の決定
・中学校入選の実施
・学校説明会の実施

など

中学校

校舎整備

基本設計

実施設計
改修

高 校

校舎整備

建設

改修・増築
基本設計

実施設計

運用仮校舎

体育館

改修
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２ 開校に向けた準備組織及びスケジュール

■校章 募集サイト

現在、参考デザインの公募中

期限：12月16日（金）まで
公表：令和５年６月予定

■校歌
公表：令和５年12月予定
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山形県ホームページ
「山形県立致道館中学校・高等学校
の開校準備について」
https://www.pref.yamagata.jp/700013/bunkyo/kyoiku/

gakkoukyouiku/koto/saihenseibi/shounaiikkann.html

致道館中学校・高等学校特設サイト
https://sites.google.com/yamagataps.jp/shounai-ikkankou

Ⅴ おわりに
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参加者アンケート ご協力のお願い

回答期限：11月25日（金）

参加者アンケート 回答
フォーム

https://forms.gle/T4K86z

5Laz2zTo7RA


